
Bulletin of the National Museum of Ethnology
Vol. 11No. 4; Cover, Contents,and others

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009222URL



11巻4号

国立民族学博物 館

研究報告

●

ネワール語の能格現象　　　　　長野泰彦

現代チベ ッ ト語方言の分類一一 　　西 義郎

中国の高床式住居

　一その分布 ・儀礼に関す る研究 ノー ト　 　 一 周 達生

XVI and XVII Century Relationships among Portuguese and 

 Dutch and their Reflexions in Japan  -Joseph M. Luyten 

The Supply of Marine Fish Species for Fermentation in 

 Southeast Asia Kenneth Ruddle

国立民族学博物館 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公園　 ＴＥＬ．０６－８７６－２１５１



国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告

１１ 巻 ４ 号 １９８ ６年

目 次

ネ ワー ル語 の能 格 現 象 長野 泰 彦 … … ８１１

現 代 チ ベ ッ ト語 方 言 の分 類 西 義 郎 … … ８３７

中国 の 高床 式 住 居

一 その分布 ・儀礼に関する研究ノートー 周 達 生 … … ９０１

XVI and XVII Century Relationships among Portuguese and 
 Dutch and their Reflexions in Japan  Joseph M. Luyten  979 

The Supply of Marine Fish Species for Fermentation in 
 Southeast Asia Kenneth Ruddle  997

彙 報 １０３７

国立民族学博物館研究報告 １１巻 総目次 １０４３

国立民族学博物館研究報告寄稿要項 １０４４

国立民族学博物館研究報告執筆要領 １０４５



BULLETIN OF THE NATIONAL MUSEUM OF ETHNOLOGY

Vol. 11 No. 4 1986

NAGANO, Yasuhiko 

 NISHI, Yoshio 

 ZHOU, Dasheng 

LUYTEN, Joseph  M 

RUDDLE, Kenneth

Ergativity of the Newar Language   811 

A Classification of Tibetan Dialects  837 

On Stilt Houses in China   901 

XVI and XVII Century Relationships among 
Portuguese and Dutch and their  Reflexions in 

Japan   979 

The Supply of Marine Fish Species for Fer-
mentation in Southeast Asia  997



彙 報

彙 報 昭 和 ６１年 １０．月～

昭 和 ６１年 １２月

シンポジウム

「民族誌映画の理論と展望」

期間　昭和６１年１０月１９日（日）一一２６日（日）

場所　国立民族学博物館
摘要　民族誌映画は急激に変貌してゆく伝統
　的文化を調査・記録し，かつ研究するため

　の手段である。今回のシンポジウムでは，
　映画という媒体の可能性を念頭におきなが

　ら，民族誌映画の理論的検討がおこなわれ
　た。具体的には，民族学における映画利用

　の歴史的経緯と展望，研究 ・撮影者の現地
　での姿勢，利用者の意向を反映した製作方
　法などにっいて討議された。

組織委員会

　委員長
　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館長
　委　員
　　竹村　卓二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　佐 木々高明　国立民族学博物館第二研究
　　　　　　　　部長

　　伊藤　幹治　国立民族学博物館第三研究
　　　　　　　　部長

　　藤井　知昭　国立民族学博物館第四研究
　　　　　　　　部長
　　杉本　尚次　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長
　　奏　　明夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

　委員長
　　大森　康宏　国立民族学博物館第三研究
　　　　　　　　部助教授

　委　員
　　小谷　凱宣　国立民族学博物館第一研究
　　　　　　　　部助教授

　　須藤　健一　国立民族学博物館第一硫究
　　　　　　　　部助教授

　　石森　秀三　国立民族学博物館第四研究
　　　　　　　　部助教授

　　吉本　　忍　国立民族学博物館第二研究
　　　　　　　　部助手

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究
　　　　　　　　部助手

　　糸金則由起　国立民族学博物館庶務課長

　　佐藤　　嗣　国立民族学博物館資料室長
　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務
　　　　　　　　理事

　　宇治 日出二郎　財団法人千里文化財団事

　　　 　　 　　 　 業部長

参 加 者

　Ａｎｔｏｎｉｏ　Ｍａｒａｚｚｉ　 パ ドバ大学教授 （イタ

　　　 　　 　　 　　 リア）

　Ｊｅａｎ　Ｒｏｕｃｈ　　 　 フランス国立中央科学

　　　 　　 　　 　　 研究所視聴覚部長

　　　 　　 　　 　　 （フランス）

　Ｆａｙｅ　Ｇｉｎｓｂｕｒｇ　　 ニ ュー一ヨーク大学講師

　　　 　　 　　 　　 （アメ リカ）

　Ｐａｕｌ　Ｈｏｃｋｉｎｇｓ　 イ リノイ大学教授 （ア

　　　 　　 　　 　　 メ リカ）

　Ｔｉｍｏｔｈｙ　Ａｓｃｈ　　 南 カ リフ ォルニア大学

　　　 　　 　　 　　 教授 （アメ リカ）

　市岡　 康子　武蔵野女子大学講師

　大橋　　力　筑波大学講師

　大森　康宏　国立民族学専物館助教授

　祖父江孝男　放送大学教授

　谷 　 泰 京都大学人文科学研究所教授

　牛 島　　巌　筑波大学助教授

日　　程

　１０月１９日（日）　 （千里 阪急 ホテル）

　　　受付

　１０月２０日（月）　 （国立民族学博物館）

　　　開会式

　　　く第 １セ ッシ ョン〉

　　　 　（座長 ：Ｊｅａｎ　Ｒｏｕｃｈ）

　　　 民族誌映画発展 のための基本的問題

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　大 森 康宏

　　　 　（座長 ：Ｐａｕｌ　Ｈｏｃｋｉｎｇｓ）

　　　 　現代 における映像人類学

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 Ｊｅａｎ　Ｒｏｕｃｈ

　　　 　（座長 ：大森　康宏）

　　　 　民族誌映画製作 と人類学理論の発達

　　　 　　 　　 　　 　　 　 Ｐａｕ１　Ｈｏｃｋｉｎｇｓ

　　　館長招待 レセプション（フ ィル ム上映）

　１０月２１日（火）

　　　国立民族学博物館見学

　　　 （京都 グラン ドホテル）

　　　谷 口豊三 郎氏招宴 （フイルム上映分）

　１０．目２２日（水 ）

　　　修学院離宮見学

　　　京都御所 （時代祭 り見学）

　　　鞍馬寺　火祭 に参加

　 １０月２３日（木）　 （国立民族学博物館）

　　　 〈第 ２セ ッション〉

　　　 　（座長 ：Ａｎｔｏｎｉｏ　Ｍａｒａｚｚｉ）

　　　 　文化人類学研究 のための映画

　　　 　　 　　 　　 　　 　 Ｔｉｍｏｔｈｙ　Ａｓｃｈ

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　１０３７
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　　 　（座長 ：Ｔｉｍｏｔｈｙ　Ａｓｃｈ）

　　 　日常生活における笑い

　　 　　　　 　　　 　　　　 谷 　　　泰

　　 　（座長 ：谷　 　 泰）

　　 　民族誌 ・人 類学映画 （製作 ・配給 ・

　　 　使用）
　　 　　　　 　　　 　　Ａｎｔｏｎｉｏ　Ｍｏｒａｚｚ

　　 　試写会 （千里阪急ホテル）

１０月２４日（金）　 （国立民族学博物館）

　　〈第 ３セ ッシ ョン〉

　　 　（座長 ：牛 島　　厳）

　　 　人類学 映画を用いたテ レビによる大

　　 　学教育

　　 　　　　 　　　 　　　　 祖父江孝男

　　 　（座長 ：祖父江孝男）

　　 　日本における映画人 類学の状況

　　 　　　　 　　　 　　　　 牛 島　　厳

　　 　（座長 ：Ｆａｙｅ　Ｇｉｎｓｂｕｒｇ）

　　 　テ レビプ ログ ラムとしての民族誌映

　　 　画

　　 　　　 　　 　　 　　 　　市 岡 康子

　　 　（座長 ：市岡　 康子）

　　 テ レビ放送における民族誌映画 （ア

　　 　メ リカとイギ リスの場合）

　　 　　　 　　 　　 　　 Ｆａｙｅ　Ｇｉｎｓｂｕｒｇ

　　 　（千里阪急 ホテル）

　　試写会

１０月２５日（土）　 （国立民族学博物館）

　　〈第 ４セ ッション〉

　　 　（座長 ：Ｊｅａｎ　Ｒｏｕｃｈ）

　　 民族誌 映像 と音声伝達の新次元

　　 　　　 　　 　　 　　 　　大橋 　　力

　　く総合討論 １＞

　　 　（座長 ：大森 　康宏）

　　＜総合討論 ２＞

　　 　（座長 ：大森　康宏）

　　 　報告書 に関する打 ち合せ

　　閉会式

１０月２６日（日）　 （千里阪急 ホテル）

　　昼 食後 解散

海外における研究・調査 ・収集活動

　氏 名 　　 官　 職 　 　　出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先
ケネ寡

ル 助鞭 （第五確 部） ６・・・・… ２ ６・・・・…２２ フ ・リピン共 姻

石毛　直道　教 授 （第 四研究部）　 ６１・１０．１５　 ６１．１０．２５　 　 アメ リカ合衆国

片倉　素 子　教　授 （第二研究部）　 ６１・１０．１８　 ６１・　１１．４　 　 エ ジプ ト， アラブ共和 国

宮本　 　勝 助教授 （第二研究部）　 ６１・１１．７　 ６１．１１．３０　　 パ ラオ共和国， ミク ロネシァ連　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 邦

ケネ鄧
ル 助鞭 （第珊 究部） ６・・・… ５ ６・・… ３・ イン ドネ シア

大森 　康宏　助教授 （第三研究部）　 ６１・１１．２０　 ６２・１．７　 　 フランス， イタ リア

田邊 繁治 助教授 （第二研究部）　 ６１・１１・２１　 ６１・１２．４　 　タ イ

周　 　達生　助教授 （ｅｅ－一研究部 ）　 ６１・１２・５　 ６１・１２．３１　　 中華人民共 和国

来館者抄

１０月６日　中国湖南省湘西土家族苗族自治州

　　　　　　工藝美術展覧代表団一行
　　　　　　団長 呉　光　海 （湖南省湘西
　　　　　　　　　土家族苗族自治州人民政
　　　　　　　　　府副州長）

　副団長兼秘書長 周 文 光 （同州文化局
　　　　　　　　　副局長）

　　　　　　団員 田 大 年 （同州民族工
　　　　　　　　　芸美術研究所設計師）

　　　　　　　　　張　暁　華 （同上）
　　　　　　　　　彰　仲　薄 （花垣県民族

　　　　　　　　　工藝美術廠工藝師
　　　　　　　　　徐 家 登 （永順県建委

　　　　　　　　　房産公司民聞金石家）
　　　　　　　　　劉 貢 蓋 （鳳鳳県民族

　　　　　　　　　工藝廠民間工芸師）
　　　　　　　　　呉　香　英 （同県禾庫排
　　　　　　　　　雲村民間工藝師）

　 　　 　　 　　 呉 黎 芳 （同県城建 局

　 　　 　　 　　 建 材公 司民間工藝師）

１０月 ７日　Ｆｒａｎｃｉｓｃｏ　Ｌａｆａｉｅｔｅ　ＬｏＰＥｓ（ブ

　 　　 　　ラジル， リオ ・カ トリック大学

　 　　 　 経済学部教授，ブ ラジル国企画

　 　　 　 省特別顧問）

　 　　 　 フラ ンソワ ・レイネール夫妻

　 　　 　　 （フ ランス， ラ ・ビレット国立

　 　　 　 科 学技術産業博物館 メデ イアテ

　 　　 　　ック館長）

１０月１１日　 王　学　珍 （中国，北京大学校

　 　　 　 務 委員会主任、中国共産党北京

　 　　 　 大 学委員会党書記）

　 　　 　 顧　稚　英 （中国，北京大学 ロ

　 　　 　　シア語 学部副教授）

　 　　 　 桐 　 　高 （中国，北京大学留

　 　　 　 学生弁公室主任）

　 　　 　 趙　恩　普 （中国，北京大学外

　 　　 　 事処副科長）

１０３８
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　 　 　　 Ｌｙｓｉａｎｅ　ＧＡＧＮＯＮ （カ ナダ，ケ

　 　 　　 ベ ック州 　ジャーナ リス ト）

１０月 １３日　Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｅ．　ＨｏＬＭＥｓ（Ｕ．　Ｓ．　Ａ．，

　 　 　　 Ｓｔａｔｅ　ｏｆ　Ａｌａｓｋａ，　Ｄｅｐｔ．　ｏｆ　Ｎａｔ・

　 　 　　 ｕｒａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ，　Ｏｆｆｉｃｅ　ｏｆ　Ｈｉｓｔｏ・

　 　 　　 ｒｙ　Ａｒｃｈａｅｏｌｏｇｙ）

　 　 　　 Ａｌｌｅｎ　Ｐ．　ＭｃＣＡＲＴＮＥＹ（Ｕ．　Ｓ．Ａ．，

　 　 　　 Ｐｒｏ£ｏｆ　Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｙ　Ｕｎｉｖ．　ｏｆ

　 　 　　 Ａｒｋａｎｓａｓ）

１０．月１４日　Ｂｕｎｎａｇ　ＰＡＴｃＨＡＩ（タイ，タ イ

　 　 　　 商科大学長）

１０月１８日　 中国中日関係史研究会青年会員

　 　 　　 代表団一行

　 　 　　 団長 張 　 斌 （中国中 日関

　 　 　　 　 　　 係史研究会接待部主任，

　 　 　　 　 　　 北京市社会 科学院

　 　 　　 団員　魏　加　寧 （同会弁公室

　 　 　　 　 　　 副主任，国務院経済技術

　 　 　　 　 　　 社会発展研究 中心）

　 　 　　 　 　　 石 軍 （同会弁公室

　 　 　　 　 　　 副主任，北京市社会科学

　 　 　　 　 　　 院）

　 　 　　 　 　　 注 　　　　靖 （同会会員，

　 　 　　 　 　　 中国非鉄金 属公 司鉱業冶

　 　 　　 　 　　 金研究院）

　 　 　　 　 　　 張 秀 英 （同会会員，

　 　 　　 　 　　 北京市対外翻訳公司）

１０月２０日　Ｋｉｆｌｏｍ　ＡＤＧＯＩ （エチオ ピ♪ア，

　 　 　　 ヘ ラル ド紙編集長）

１０月２３日　 大崎　 　仁 （文化庁長官）

　 　 　　 Ｄａｕｅｒｅｓｎｅ　ｄｅ　ｌａ　ＣＨＥｖＡＬＥＲＩＥ

　 　 　　 　 （フランス，前駐 日フランス大

　 　 　　 使）

　 　 　　 フェヴ リェ （フラ ンス，ヴ ァル

　 　 　　 　ドワーズ県会副議長，ヴ ァル ド

　 　 　　 ワーズ経済振興委員会委員長 ，

　 　 　　 コネス市 長）

　 　 　　 フェルニオ （ヴ ァル ドワーズ県

　 　 　　 議会経済振興委員会事務局長）

　 　 　　 フランソワ ・デ スクエ ッ ト （フ

　 　 　　 ランス総領事）

　 　 　　 ブ リュネ （前 フラ ンス総領事）

１０．月２７日　 中国出版代表 団一行

　 　 　　 団長 辺 春 光 （国家出版局

　 　 　　 　 　　 長，国家版権局長）

　 　 　　 団員 呉 克 明 （国家出版局

　 　 　　 　 　　 出版処長）

　 　 　　 　 　　 郡 益 文 （中国出版 発

　 　 　　 　 　　 行 科学研究所副所長）

　 　 　　 　 　　 盧　　 　昆 （山西省出版

　 　 　　 　 　　 総社副編集長）

　　　 　　　 閾　未　儒 （四川科学技
　　　 　　　 術出版社編集長）
　　　 　　　 通訳　鄭　全　米 （国家

　　　 　　　 出版局外事処職員）

　　　 　Ｊａｎｏｓ　ＥＬＥＫ（ハンガリー，テ

　　　 　レビ報道編集局次長）

１０月２８日　中国芸術系大学学生代表団一行

　　　 　団長　王　永　徳 （中央戯劇学

　　　 　　　 院副院長）
　　　 秘書長　周　文　英 （文化部教育

　　　 　　　 局外事処職員）
　　　 　団員　関　海　龍 （中央戯劇学

　　　 　　　 院演劇学科学生）

　　　 　　　 南 宮 信淑 （同上）

　　　 　　　 張　　　群 （中央美術学
　　　 　　　 院油絵学科学生）

　　　 　　　 劉 慶 和 （同学院連続
　　　 　　　 絵本学科学生）

　　　 　　　 楊　　　陽 （中央工芸美
　　　 　　　 術学院美術史学科学生）

　　　 　　　 顧 　 　平 （上海音楽学

　　　 　　　 院声楽学科学生）

　　　 　　　 加　乃　堤 （同上）
　　　 　　　 下 萌 （同学院ピァ

　　　 　　　 ノ学科学生）

　　　 　　　 銭 　 　志 （上海戯劇学

　　　 　　　 院演劇学科学生）
　　　 　　　 劉　娩　琳 （同上）
　　　 　　　 王　徳　慶 （漸江美術学

　　　 　　　 院工芸美術学科学生）

　　　 　　　 何 紅 舟 （同学院油絵
　　　 　　　 学科学生）

　 団員兼通訳 周 東 亮 （文化部対外
　　　 　　　 文化連絡局アジァ処職
　　　 　　　 員）

　　　 　中国社会科学院日本研究者代表
　　　 　団

　　　 　団長　盛　揖　勤 （天津社会科
　　　 　　　 学院日本蕨究所副所長）

　　　 副団長　宋　益　民 （中国社会科
　　　 　　　 学院日本研究所政治研究
　　　 　　　 室副主任）

　　　 　団員　股　泳　侠 （湖北省社会

　　　 　　　 科学院国民経済研究所助
　　　 　　　 理研究員）

　　　 　　　 張　保　通 （陳西省社会
　　　 　　　 科学院助理研究員）

　　　 　　　 歩 　 　平 （黒龍江省社
　　　 　　　 会科学院歴史研究所副所
　　　 　　　 長）
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　　　　　　　朱　金　海 （上海社会科
　　　　　　　学院部門経済研究所助理

　　　　　　　研究員）
　　　　　　　蘭　　　明 （中国社会科

　　　　　　　学院外国文学研究所助理
　　　　　　　研究員）

　　　　　　　王　泳　太 （漸江省社会
　　　　　　　科学院助理研究員）
　　　 秘書長　李　　　薇 （中国社会科

　　　　　　　学院外事局並非処副処
　　　　　　　長）

１１月３日　中国統計視察団一行

　　　　 団長　張　　　塞 （国家統計局

　　　　　　　長）
　　　　 団員　趙　永　川 （国家統計局

　　　　　　　干部培訓中心主任）
　　　　　　　黄　徳　鄭 （国家統計局

　　　　　　　社会統計司長）
　　　　　　　呉 輝 （国家統計局
　　　　　　　国際統計和外事司長）

１１月１０日

　　　　 呉 新 智 （中国，中国科学院
　　　　 古脊椎動物 ・古人類研究所）
　　　　 尾本　恵市 （東京大学理学部教

　　　　 授）

１１月１１日　岡村　一郎 （熊本市立熊本博物

　　　　 館協議会長）
　　　　 吉村　一郎 （熊本市立熊本博物

　　　　 館協議会副会長）
　　　　 永田　　昭 （熊本市立熊本博物

　　　　 館協議会事務長）
１１月１３日　田中　青樹 （名古屋市博物館学

　　　　 芸員）
１１月１５日　廣部充美 （江戸東京博物館建設

　　　　 準備室博物館建設準備担当主
　　　　 査）

　　　　 諌 其 駿 （中国，復旦大学）

１１月１６日　中国内蒙古教育視察団一行

　　　　 団長　許　令　妊 （内蒙古科委

　　　　　　　主任，内蒙古草原学会理

　　　　　　　 事長）

　　　　 団員　周　彷　伯 （内蒙古自治

　　　　　　　 区科学技術委員会外事処

　　　　　　　 長，内蒙古出国進修留学

　　　　　　　 生派遣小組弁公室主任）

　　　　　　　 王　国　盛ｉ（内蒙古自治
　　　　　　　 区出国進修留学生派遣小

　　　　　　　 組成員，同自治区財政庁
　　　　　　　 副庁長）

　　　　　　　 田　建　英 （同自治区出
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　　　　　　　 国進修留学生派遣小組成

　　　　　　　 員）
　　　　　　　　同自治区職工教育委員会

　　　　　　　 副主任）
　　　　　　　 劉　徳　尚 （内蒙古科技

　　　　　　　 干部局副局長）

１１月１８日　高柳　由和 （国立歴史民俗博物

　　　　　館庶務課庶務係長）
　　　　　田中　薪次 （国立歴史民俗博物

　　　　　館会計課総務係長）
　　　　　中垣　三郎 （国立歴史民俗博物

　　　　　　　　館資料課図書係長）

１１．月２０日　高知市展示計画研究委員一行

　　　　　坂本　充男
　　　　　江口　　浩

　　　　　高橋　ちさ
１１Ｊｌ　２１　Ｈ　タイ教育家一行

Ekavidya NATHALANG (Direc-
tor General, Department of Ge-
neral & Special Education, Mi-

nistry of Education) 
Chamnong PRAIYAMKHAE 

(Supervisory Unit, Office of the 
National Primary Education 
Commission, Ministry of Edu-
cation, Producing Instructional 
Materials, (Teaching Sc.)), 

Swasdi SUWANA-AGSORN (Di-
rector, Curriculum Develop-
ment Centre, Department of 
Curriculum & Instruction De-
velopment, Ministry of Educa-
tion) 
 Siri SIRIBUTR (Director, Book 
Development Centre, Depart-
ment of Curriculum & Instruc-
tion Development, Ministry of 
Education) 
Dhida  SARAYA (Professor of 
History, Chairman, Depart-
ment of History., Faculty of 
Arts, Chulalolgkorn Univer-
sity) 
Paitoon  PONGSABUTRA (Profes-
sor of Geography & Director of 
Continuing Centre, Depart-
ment of Geography, Faculty of 
Arts, Chulalongkorn Univer-
sity) 
Suebsaeng PROMBOON (Profes-
sor of History, Department of



彙 報

　　 　 　 Ｈｉｓｔｏｒｙ，　Ｆａｃｕｌｔｙ　　ｏｆ　］Ｌｉｂｅｒａｌ

　　 　 　 Ａｒｔｓ，　Ｔｈａｍｍａｓａｔ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ）

　　 　 　 東南 アジア青年招聰計画 （シ ン

　　 　 　 ガポール）招聰者一行

　　 　 　 トウ ・ジュ ン ・ライ （内務省事

　　 　 　 務官，緊急計画担 当）

　　 　 　 リム ・ソク ・レン （大蔵省事務

　　 　 　 官）

　　 　 　 タ ン ・エン ・ベ ン （教育省事務

　　 　 　 官，計画 ・選考担 当）

　　 　 　 チ ョン ・レオ ン ・セ ン （国防省

　　 　 　 事務 官，入事担当）

　　 　 　 ソー ・セ ック ・クァン （シ ンガ

　　 　 　 ポ ー ル 国 立 大 学日本研究科三

　　 　 　 年）
１１月２７日　Ｃａｒｌｏｓ　Ｓｏｓｓａ　ＵＲＱｕｌｚｏ （ボ リビ

　　 　 　 ア，国立考古学協会長）

１１月２８日 段 文 王 （中国、 敦 煙 研 究

　　 　 　 院）

　　 　 　 劉 永 増 （申 国， 敦 煙 研 究

　　 　 　 院）

　　 　 　 藤枝 　 晃 （京 都 大 学 名 誉 教

　　 　 　 授）

１１月２９日 永 沢 進 （東京都江戸東京 博

　　 　 　 物館建設準備室主査）
１２月 １日　三重県博物館協会会員

　　 　 　 小 田　 孝弘 （桑名市博物館長）

　　 　 　 嵯 峨　井守 （楽 翁公百年祭記念

　　 　 　 宝物館代表役員）

　　 　 　 渡辺　　修 （藤原岳 自然科学館，

　　 　 　 藤原町長）

　　 　 　 土村　栄一 （日本カモ シカセ ン

　　 　 　 ター理事 長）

　　 　 　 鈴木 啓道 （鈴鹿サーキ ッ ト万

　　 　 　 葉の森，鈴鹿 サーキ ッ ト副支配

　　 　 　 人）

　　 　 　 岡田　三 郎 （高宮資料館，加佐

　　 　 　 登神社奉賛会長）

　　 　 　 松永　武男 （三 重 県 立 博 物 館

　　 　 　 長）

　　 　 　 望月　 光照 （高田本山専修寺宝

　　 　 　 物館，真宗高田派宗務総長）

　　 　 　 金丸　吉生 （石水博物館長）

　　 　 　 小泉 　祐次 （本 居 宣 長 記 念 館

　　 　 　 長）

　　 　 　　田畑　美穂 （松阪市立歴史民俗

　　 　 　 資料館長）

　　 　 　　幡掛　正浩 （神宮徴古館農業館

　　 　 　 長）

　　 　 　 林 則行 （お伊勢まい り資料

　　 　 　　館長）

　　 　 　　加納　全昭 （金剛証寺宝物館代

　　 　 　 表役員）

　　 　 　　薪原宗太郎 （夫婦岩パ ラダイス

　　 　 　　水族館長）

　　 　 　　中村　幸昭 （鳥羽水族館長）

　　 　 　　石原 　義剛 （海 の博物館常務 理

　　 　 　　事館長）

　　　　西岡　慶治 （鳥羽ぶらじる丸取
　　　　締役社長）
　　　　御木本美隆 （御木本真珠島代表
　　　　取締役社長）
　　　　窪田　　毅 （志摩民俗資料館
　　　　長）
　　　　佐伯　　勇 （志摩マリンランド
　　　　理事長）
　　　　谷口　友見 （丹敷史料館長）
　　　　 長元　　博 （尾鷲市立中央公民
　　　　館郷土室，公民館長）
　　　　 森下　憲夫 （熊野淡水熱帯魚館，
　　　　 観光協会長）

　　　　 今中 原夫 （上野市観光協会
　　　　 長）
　　　　 山本　茂貴 （芭蕉翁記念館専務
　　　　 理事）
　　　　 北田　敬郎 （日本サンショウウ
　　　　 オセンター長）
　　　　１玉置　典治 （赤目民俗館長）
　　　　 陰里　鉄郎 （三重県立美術館
　　　　 長）
　　　　 松永　栄夫 （海山町郷土資料館
　　　　 長）
　　　　 梅田　　守 （大宮町郷土資料館
　　　　 長）
　　　　 今中　原夫 （伊賀文化産業協会
　　　　 長理事）
　　　　 樋口　雄一 （紀伊長島町立郷土
　　　　 資料館長）
　　　　 中村　重二 （伊勢市立郷土資料
　　　　 館長）
　　　　 伊勢谷正憲 （南勢町民俗資料館
　　　　 長）
１２月２日　中国科学院国際交流担当者代表
　　　　 団一行
　　　　 団長 蘇 世 生 （中国科学院
　　　　　　　副秘書長）
　　　 副団長　藤　庭　康 （同院新彊分
　　　　　　　院副院長兼外事処長）
　　　　 団員　梁　乃　藷 （同院広州分
　　　　　　　院外事処副処長）

　　　　　　　孫 還 堅 （同院蘭州分
　　　　　　　院弁公室主任）
　　　　　　　張　国　利 （同院国際学
　　　　　　　術交流服務中心科長）
　　　　　　　黎　沙　影 （同院武漢分
　　　　　　　院外事処科長）
　　　　　　　張　小　安 （同院西安分
　　　　　　　院外事秘書，主任科員）
　　　　　　　干　小　薇 （同院国際合
　　　　　　　作局幹部）
１２月３日　　Ｐａｌｏｍａ　　ＣｏＲＤＥＲｏ　　ｄｅ　　ＬＡ
　　　　 ＭＡＤＲＩＤ（メキシコ合衆国，大
　　　　 統領夫人）
１２月４日　米国ワシントン地域教育関係者
　　　　 一行
　　　　 Ｐｅｒｓｅｐｈｏｎｅ　Ｌ・ＢＲｏｗＮ （Ｔｅａ。
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cher, Garfield Elementary 
School) 
Walter HENRY (Principal, Bur-
rville Elementary School) 
Michelle L. BERMAN (Teacher, 
Bradley Hills Elementary 
School) 
Vera M.  CHISM (Teacher, Wo-
odacres Elementary School) 
William J. CLARK (Director, 
Department of Academic  Skil-
ls, Montgomery County Public 
Schools) 
Cheryl A. WHEATON (Resource 
Teacher, Thomas W. Pyle 
Intermediate School) 
Raymond WILKINS (Chairman, 
Fine & Performing Arts, South 
Lake Highschool) 
Elizabeth S. CANADA (Teacher, 
Spring Hill Elementary Scho-
ol) 
Susan DECORPO (Principal, 
Key Intermediate School) 
Jay P. NESS (Assistant Princi-
pal, Yorktown High School)

１２月５日　中国青年代表団一行
　　　　団長 李　　　剛 （全国青年聯
　　　　　　 合会常務委員，副秘書
　　　　　　 長）
副団長兼秘書長　金　　　束 （同委員，寧
　　　　　　 省青聯副主席）
　　　 副秘書長　羅　世　鵬 （全国学生
　　　　　　 聯合会国際部長）
　　　　　　 鄭 玉 芳 （同会国際部
　　　　　　 干部）
　　　　団員 姜 大 明 （同会弁公室
　　　　　　 責任者）

　　　　　　 黄　　　鷹 （同会副秘書
　　　　　　 長）
　　　　　　 張　　　勤 （全学聯副主
　　　　　　 席，清華大学核エネルギ
　　　　　　 ー研究所博士研究生）
　　　　　　 李 碕 頴 （全学聯副主
　　　　　　 席，西南政法学院学生）
　　　　　　 張 洪 生 （同副主席，
　　　　　　 東北師範大学政治系学
　　　　　　 生）
　　　　　　 付 明 蘭 （同副主席，
　　　　　　 聾南大学医学院医療系学
　　　　　　 生）
　　　　　　 単　汝　波 （同副主席，
　　　　　　 科技大学精密機械系学
　　　　　　 生）
　　　　　　 讃　　　楓 （全青聯副主
　　　　　　 席，中国医科大学公共衛
　　　　　　 生専攻学生）
　　　　　　 郭 　 　躍 （湖北省学聯
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　 　 　　 　 主席，武漢大学哲学系学
　 　 　　 　 生）
　 　 　　 　　朱　光　嘉 （南開大学研
　 　 　　 　 究生会主席，同大哲学系
　 　 　　 　 修士研究生）
　 　 　　 　　頁　長　存 （中国人民大
　 　 　　 　　学研究生会主席，同大法
　 　 　　 　 律系修士研究生）
　 　 　　 　　王　浦　筋 （北京大学研
　 　 　　 　　究生会副主席，同大政治
　 　 　　 　　系博士研究生）
　 　 　　 　　童 　 　亮 （上海市学聯
　 　 　　 　　研究生会副主席，上海交
　 　 　　 　　通大学管理学院研究生）
　 　 　　 　　郭 志 斌 （華中師範大
　 　 　　 　　学研究生会主席，同大教
　 　 　　 　　育科学研究所修士研究
　 　 　　 　　生）
　 　 　　 　　干 其 多 （上海師範大
　 　 　　 　　学研究生会主席，同大学
　 　 　　 　　生）
　 　 　　 　　鄭　　　強 （対外経済貿
　 　 　　 　　易大学日本語専攻研究
　 　 　　 　　生）
　 　 　　 　　花 沢 飛 （雲南省学聯
　 　 　　 　　秘書長）
　 　 　　 　　楊 波 （山西省学聯
　 　 　　 　　秘書長）
　 　 　　 　　熊 仁 民 （江蘇省学聯
　 　 　　 　　秘書長）
　 　 　　 　　沈　慶　城 （福建省永定
　 　 　　 　　県青年職員）

　 　 　　 　　張　佃　君 （中典民族歌
　 　 　　 　　舞ｉ団声楽俳優）
１２月１３日　長谷川正明 （新潟県立自然科学
　 　 　 館長）

　 　 　 富永　利昭 （新潟県立自然科学
　 　 　 館主任展示専門員）
１２月２２日　Ｍａｒｔｉｎ　ＲＥＹＥｓ　ＶＡＹｓｓＡＤＥ（メ

　 　 　 キシコ合衆国，文部省文化次
　 　 　 官）
１２月２７日　ソ連科学アカデミー極東科学セ
　 　 　　ンター一行
　 　 　 アンドレイ・イヴァーノヴイチ
　 　 　　 ・クルシャーノブ （同センター
　 　 　 副総裁，ソ連科学アカデミー準
　 　 　 会員）
　 　 　 ヴラジーミル・アナトーリェヴ
　 　 　　ィチ・フェドセーエフ （同セン
　 　 　 ター海洋経済研究所長）
　 　 　 ニコライ・ガヴリローヴイチ・
　 　 　 ネハエンコ （同センター学術総
　 　 　 局次長）
　 　 　 ヴィクトル・ヴァシリエヴイチ
　 　 　　 ・サヴァレイ （同センター海洋

　 　 　 経済研究所上級研究員）
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